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研究授業会（教科等訪問）で、力を発揮！

１０月２５日(金)に県教育委員会の指導主事２名をお迎えして、授業研究会(教科等
訪問)を行いました。２校時に各クラスの授業を、３、４校時に２Ｂの英語と１Ａの道
徳の授業を参観していただきました。２Ｂ英語では、「ＡＬＴに大内中学校のきまりや
習慣を紹介しよう」を学習課題として、海外と日本の習慣や文化の違いを意識しなが
ら、伝えたい内容をまとめてＡＬＴとの会話を行う学習に取り組みました。１Ａ道徳
では、「火の島」を題材に、火山の撮影に挑む筆者の様子から、自然を畏れ敬う人間の
心情について話し合いました。
指導主事の先生方からは、「生徒が進んで考えを伝え合い、協働して学習に取り組む

姿が見られた。」との感想をいただきました。

（左から、１Ｂ国語、２Ｂ英語、１Ａ道徳の各授業の様子）

第２回 小中合同あいさつ運動を行いました
授業研究会が行われた同じ２５日の朝に、大内中、岩谷小、大内小の

３校で、第２回小中合同あいさつ運動を実施しました。大内中からは、
２年生の前期担当生徒（生徒会事務局員、学級委員長および副委員長、
生活委員）が出身小学校に出向き、児童会の皆さんと一緒にあいさつ運
動を行いました。また、岩谷小学校では、玄関前だけでなく、通学路数
カ所に分散して、登校する児童とあいさつを交わしました。
紅葉が進みつつある涼やかな朝に、元気なあいさつが各校舎や街中に響き渡りまし

た。これからも地域や学校を「あいさつ」で元気にしていきましょう。

【栄光の記録】
○第43回全国中学生人権作文コンテスト秋田県大会

優秀賞（秋田県ＰＴＡ連合会賞） ３年 ○○ ○○ 「普通の反対は、異常？」

大内中だより

小中あいさつ運動（大内小） 小中あいさつ運動（岩谷小） 小中あいさつ運動（岩谷小前）


